
愛南町
ホーム
ページ

10月号P8・TOWNニュース
「FC今治の布山達

たつ

朗
ろう

さん(愛
南町出身)によるサッカー教室」の記
事で、布山さんの役職を「レディース
チームでコーチ」とあるのは「ホーム
グロウンコーチ」の誤りでした。お詫
びして訂正します。
　また、10月号P20・あいなん逸品図
鑑「愛南ゴールド大福」の記事で、販
売場所として「道の駅みしょうMICま
つちかタウン店(松山市)」とあるのは
「街の駅みしょうMIC(松山市湊町)」
の誤りでした。お詫びして訂正しま
す。
　なお、訂正後の紙面データ(PDF)は
町ホームページに掲載しています。

訂 正
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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意を頂いております。
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